
様式４

まちづくり交付金　フォローアップ報告書

木次大橋周辺地区

平成２２年８月

島根県雲南市



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み ●

確定

見込み

確定

見込み

※全ての指標について記入※フォローアップの必要のある指標について記入事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

H　　年　月

H　　年　月

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

その他の
数値指標３

H22年5月
その他の
数値指標１

運動施設の利用者数 人/数 8,222

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

※フォローアップの必要のある指標について記入

本事業で新規に整備した施設を含
め、各施設とも見込みどおりの利
用があった。

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成
度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

総合所見

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

総合所見

本事業で新規に整備した施設を含
め、各施設とも見込みどおりの利
用があった。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

本事業の道路整備や国道５４号線の整備等
による都市基盤整備により、民間事業者によ
るアパート建設等が促進された。

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

50,902

1,582 計画的な歩道整備が行われた。

○

○H22年5月
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

事後評価

計測時期

H22年5月

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成
度

○

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

未利用地面積の減少 ｈａ 14.3 12.112.3 12.1 H22年5月

3,850

指　標 従前値 目標値

指標１ 公共施設の利用者数 人/年

1年以内の
達成見込み

○

50,000

見込み・確定
の別

43,515 48,000

指標４

10,436

計測時期

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入

指標２

指標３
歩行者ネットワークの
整備延長

ｍ 3,757

指標５

指　標 従前値

その他の
数値指標２

○

目標値

○3,837

1年以内の
達成見込み

事後評価

見込み・確定の別

10,000



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

実施した結果

・居住環境向上のため、歩道や公園の植栽管理や除草作業が
継続して行われた。
・地区内下熊谷地区の人口が、事業実施前と比べ１０％増え
た。

・地元組織を中心とした地元住民による歩道や公園の植栽管
理や除草作業を行った。
・定住促進活動を行った。

事後評価シート　添付様式5－③から転記

企業誘致活動の推進

・歩道や公園の植栽管理や除草作業により、安心
安全な歩行空間が持続された。

今後の課題　その他特記事項

・継続して歩道や公園の植栽管理や除草作業等の居住環境向
上活動を行い、更なる定住促進を図る。

・安心安全な歩行空間を持続するための環境整備活動を継続し
て行っていく。

実施した具体的な内容

・成果を持続させるために
行う方策

・地元組織を中心とした地元住民による歩道や公園の植栽管
理や除草作業を行った。

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

居住環境向上活動の継続

安全安心な歩行空間の持続

実施にあたっての課題　その他特記事項

・流通業務団地等についてパンフレット等を作成し、企業誘致
活動を推進した。
・用途地域を変更して、商業施設立地の要件を緩和した。

具体的内容

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

・２２件の企業立地認定を行った。
(雲南市内全域：平成１６年１１月から平成２２年５月ま
で)

・地区内下熊谷地区においても、物流拠点となる流通系企業や
ショッピングセンター、便益施設などの商業系企業の誘致活動
を行う必要がある。

実施時期追加が考えられる今後のまちづくり方策


